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第１５９６回例会 会長挨拶 

会長 梅田欣一 

みなさん、こんにちは。 

昨日は、グランシップで、地区研修・協議会が開催されまし

た。出席された皆さん、お疲れ様でした。 

本日の例会プログラムは、クラブ協議会で、地区研修・協議会

のということになっております。私は、ロータリー財団委員会の分

科会に参加しました。そこで話題になった内容で、純粋に地区ロ

ータリー財団から各クラブへの要請事項については、クラブ協議

会のところで発表させていただきますが、ロータリーの理念の根

幹にかかわる点が話題となっておりましたので、その点について

は、この会長あいさつの中でお話しさせていただきます。 

それは、「ロータリークラブは、奉仕をする団体なのか、奉仕を

する人の集まりなのか」ということです。 

今まで、ロータリーは、奉仕の主体は「I Serve」だったはずな

のに、今後は「We Serve」ということで活動して行くのか、そうだと

したら、ライオンズクラブとの違いはなにか、という問題提起があ

りました。 

そこで、ロータリークラブとライオンズクラブの理念的な違いを

ネットで調べましたところ、福島ロータリークラブの丹治正博さん

という方の文書がＰＤＦでありましたので、抜粋して紹介させてい

ただきます。 

両者の違いは、実務面では殆ど相違がありません。しかしあえ

て言えば、ロータリークラブは、１９０５年アメリカのシカゴでポー

ル・ハリスによって設立された職業倫理の高揚を学び一人一人

の職業を通じて社会に如何に奉仕するかと言う職業奉仕を重点

に、I Serve（私は奉仕する）を理念とした団体です。 

これに対して、ライオンズクラブは１９１７年アメリカのダラスで

元ロータリークラブ会員だったメルビン・ジョーンズの提唱により

誕生した社会奉仕を重点に、We Serve（我々は奉仕する）を理

念とした団体です。 

しかし、ロータリークラブの活動でも、We Serve の活動は多く

見られます。 

奉仕活動の取り組み方の違い 

ライオンズクラブが奉仕活動を行う時には「我々は奉仕する

（We Serve）」。すなわち、クラブ全体でまとまって一つの事業に

基金を拠出します。原則として個人個人では奉仕しません。 

ロータリークラブは、全員がまとまって行う奉仕活動も沢山あり

ますが、基本的には「会員一人一人が奉仕活動の単位」です。

すなわち、「私は奉仕する（I Serve）」「自己の責任と判断におい

て、自分の職業を通して、社会に、世界に奉仕しよう」という考え    
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方が基本となっています。 

職業奉仕はロータリーだけの金看板か？「職業奉仕という理

念は、数ある奉仕団体の中でロータリーだけが持っており、職業

奉仕いう考え方を持つことがロータリーの特徴だ」、これはロータ

リアンの共通認識です。 

しかし、この言葉から一つの誤解が生まれたとも言われていま

す。「ロータリアンでなければ職業奉仕はできない」とか、「ロータ

リー以外の人は職業奉仕をしていない」という考え方です。果た

してそうでしょうか。ライオンズにも「ライオンズ道徳綱領」があり、

職業奉仕の理念を持っている奉仕団体であることを忘れてはな

りません。 

なお、この点につきましては、１月２５日の例会での奉仕プロジ

ェクト委員長菊地さんの卓話の原稿を読まれるとより理解が深ま

るかと存じます。 

本日の会長あいさつは、以上です。 
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会長挨拶 

幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

  ＊沼津西ロータリークラブより 

   事務局の住所、電話、ＦＡＸ、メール変更のお知らせ。 

   

■ 例会変更 ■ 

  ＊沼津ロータリークラブ 

   ４月２９日(金)→祝日休会＜ＭＵ受付有り＞ 

    

■ 週報到着 ■  

御殿場ＲＣ・沼津ＲＣ 

委員会報告 

はげみ会 

安本晋 

６月５日(日)に沼津西ＲＣとの合同コンペを企画しています。詳細

が決まり次第ＦＡＸ致します。 



会長幹事部会 

次年度幹事 安本晋 

昨日、地区研修・協議会に行ってま

いりました。 

午前中の主たる行事は、ガバナーエ

レクトからの年度方針発表でした。内容

については、前回ペッツ報告で行ったも

のとほぼ同一ですので、そちらの報告を

参照してください。 

会長・幹事は、午後の部会は会員維持・増強部会に参加いた

しました。当該部会では、特色として、純増 4 名以上を達成した

ロータリーから会員維持、増強の取り組み方について紹介があり

ました。その中で会員維持のための取り組みとして、笛吹ロータ

リーからは新入会員のために例会とは別に懇親の機会を与えて

いること、松村ガバナーエレクトからは新入会員にも積極的に役

職に取り組んでもらうことでロータリー活動に理解、責任感を持

ってもらうとの紹介がありました。 

当クラブでも、次年度は私の幹事を始め新入会員に理事や役

職についてもらうことが予定されており、若い力でよりクラブを維

持発展させていきたいと考えておりますので、よろしくお願い致

します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区研修協議会報告 

社会奉仕部会 

小川隆洋会員 

今年の社会奉仕委員会は過去５年間

続いた富士山に関わる事業は委員会で

は行わず、富士山の清掃活動も予定は

していないという事です。 

この委員会の今年の予定は、１１月２

０日（日）地区大会においてグランシップ

中ホールで講師に三遊亭究斗（本名雉 

鳥功策さん）を迎え、ご講演をして頂きます。講演内容はこれから

の日本を担う子供たちに、正しい事・大切な事を感じて学んでい

ただきたい。大人方たちには、人生の生き方・仕事への取り組み

方・生き甲斐・やる気やモチベーションを楽しくわかりやすくお話

します。是非とも皆様の参加をお待ちしております。 

またこの場で２６２０地区７８ロータリークラブの社会奉仕活動

の事例紹介が出来る場を持てるように委員会で検討して行くよう

です。 

ロータリー財団部会 

梅田欣一会員 

昨日の地区研修・協議会では、ロー

タリー財団委員会の分科会に参加しま

した。２０１６－２０１７年度は、ロータリー

財団１００周年ということです。このような

記念すべき年にロータリー財団委員会

委員長を拝命できるとは、至福の喜び

でございます。 

地区ロータリー財団委員会から各クラブに要請された事項は

次に述べるとおりです。 

・５月１日までに、Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙのロータリークラブセントラルで、

２０１６－１７年度の目標を入力してほしい。 

・地区目標については、「年次基金」は１人１５０ドル、「ポリオプラ

ス」は１人３０ドル、「大口寄付と恒久基金」はクラブでベネファク

ター１人、ということです。つまり、クラブのメンバー１人１人は、年

次基金とポリオプラスを合計して、年間１８０ドルの寄付をロータリ

ー財団にしてほしい、とのことです。 

・年間行事に関して、四半期に一度、ロータリー財団に関する行

事をしてほしい、とのことです。 

・ロータリー財団１００周年を記念して、エンドポリオに関する行事

をしてほしい。 

・ロータリーカードに加入してほしい、とのことです。 

以上 

広報ＩＴ推進部会 

荒川康博 

地区研修協議会へ、広報ＩＴ推進委

員として出席してまいりました。広報活

動の一環として、積極的にメディアを利

用し、対外的な奉仕活動の時は、マスコ

ミを上手にして下さいとのことです。 

新会員部会 

徳山明広 

今回、初めて地区研修・協議会に参

加させていただきました。ロータリークラ

ブの活動内容や次年度の事業計画の

話もあり勉強になりました。ありがとうござ

いました。 

また、会場になったグランシップに約

１０００名ものロータリアンが集まり、改め 

てロータリークラブの凄さを確認できました。 

私は、全体研修会のあと、新会員部会の分科会に参加させて

いただきました。内容としては、最初にＲＩ会長のビデオメッセー

ジがあり、その後、地区内のロータリークラブの活動事例紹介が

あり、他のロータリークラブがどんな活動をしているかが分かり勉

強になりました。 

 地区研修委員会の講和では、渡邉パストガバナーからポリオ

撲滅へ向けた話があり、ロータリークラブがこれまでにポリオ撲滅

のために支援してきた活動の内容がよく理解できました。また、

ロータリー財団の寄付金が役に立っていることも分かりました。 

今回の渡邉パストガバナーの講和で、ポリオという病気の内容

や現状もさらに理解を深めることができました。 

最後に野口ガバナーから講和があり、ご自身のロータリークラ

ブへの入会動機や経緯を話され、ガバナーも入会当初は、ロー

タリークラブの活動内容がよくわからないまま、例会に出席され

ていたようで、参加していた私たち新会員は、みんな同じ思いな

のだと思いました。 

今回の研修で、「人類に奉仕するロータリー」のスローガンが

あり、ロータリークラブの崇高な精神が伝わってきました。私は、

まだまだロータリアンとしては未熟ですが、ロータリーの活動に積

極的に参加して、ロータリアンとして社会に貢献できるよう頑張っ

てまいります。 



◆次回例会プログラム◆ 卓話（クラブ広報委員会） 
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スマイル報告 

 

  梅田欣一 ロータリー財団へ。 

  原 修一  結婚記念日。 

  原 修一  お久しぶりです。 

  菊地勝男 結婚記念日。 

  山本 勲  欠席ばかりですいません。 

  荒川康博 ご無沙汰しています。 

  安本 晋  ロータリー財団へ。 

  安本 晋  妻の誕生日です。 

  大石昭裕 ロータリー財団へ。 

  大石昭裕 地区協議会お疲れ様でした。 

  伊藤 毅  息子が高校に入学しました。 

    
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 大野数芳様 

ゲストはありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
３ 月 ２ ８ 日    

修正出席率 

２０名 １９名 １５名 78.95% 76.47% 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・原・野口・菊地・梅田 他   計１５名 

 

欠席： 前田・小早川・中田・齋藤            計４名 

 

ＭＵ：  徳山                          計１名 

米山記念奨学部会 

川口尚史 

米山奨学部会に出席をしました。 

昨年度に行った奨学生との柿田川奉

仕が、今年度より地区の行事となりパン

フレットの行事予定にも入っております。 

部会では奨学生の鍾（しょう）さんが

卓話で話をし、その中で奨学生生活の

中での思い出の1つに柿田川奉仕作業

の発表がありました。 

米山奨学制度の説明もあり、個人からの特別寄付、クラブから

の普通寄付を強化して欲しいとの話がありました。個人名の場合

は寄付金額が蓄積されているので、規定金額に達成すれば金

額に応じ表彰されるとの話です。また控除対象にもなり、個人や

法人寄付もお願いしたいとのことでした。 

クラブ単位での寄付も１人１６,０００円目標にお願いしたいと話

があり、個人寄付は６,０００円を目標にお願いしたいとのことでし

た。 

部会終了後、次年度の中山委員長へご挨拶に行き奉仕作業

等でのお話をさせていただきました。今年度委員長の雨宮委員

長ともお話をさせていただき、奨学生にとっても素晴らしい経験

になったとのことです。 

 

会員慶事 
 

 【本人誕生日】 

古泉榮一 

 

 

 【配偶者誕生日】 

安本あかね様 

 

 

 【結婚記念日】 

菊地勝男・美佐子夫妻 

伊藤毅・和子夫妻 

 

（前回例会でお渡し出来 

なかった分です。） 


